
ＩＣＴを活用した市民協働で多様な子育てニーズと地域人材活用を両立
（奈良県生駒市、秋田県湯沢市他、各地の地域団体や有志者 × 株式会社AsMama） 

【施策の定量的な効果】 

・主体的に子育てシェアの普及、地域コミュニティ創出に取り組む認定活動家が全国に627名。 
・年間の親子交流の場創りを各地の市民団体や自治体と連携しコミュニティの自走に取り組む。 
・ICTを活用した子育て共助「子育てシェア」登録53,000人。市民間共助での問題解決率85％。 
📢 初回子育てシェア利用者アンケート：「また利用したい」が91％。 
📢 複数回子育てシェア利用者アンケート：「就職・転職できた」が44％。「残業・休日などの仕事時間を確
保できた」が33％。「自分の時間が持てた」が22％。 

 

市民協働による自立自走する生活・子育てシェアと地域コミュニティを実現 

 地域課題 
 ・少子化・高齢化による人口減少と労働力不足 
 ・人不足、財政不足、土地不足による保育不足 
 ・子育てニーズ・スタイルの多様化 
 ・子育てを理由に離職し、働けない人300万人 
 ・核家族化による地域コミュニティの希薄化 
 ・60歳以上の9割が「働きたい」 
（例）生駒市：「公共施設から街コミュニティを拡げる」 
   湯沢市：「年間出生数300人を市民で育てる」 
 
 
 
 

世界初、共助型子育て支援プラットフォーム「子育てシェア」 

リアルとＩＣＴ活用の両輪で、地域人財の活躍支援と子育て共助の仕組み「子育てシェア（登録料・手数料無料・
保険付・1時間500円のお礼ルール）」を全国に普及させ、社会課題解決と地域活性を両立させている。 


